
宣 言 日 令和　　４年　10月　４日

住 所 蕨市南町3-8-14

県 内 企 業 等 の 名 称 有限会社小田島商店

代 表者 役職 氏名 代表取締役　小田嶋　均

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

取引産地を増やし、一般の流通に乗らないよう
な品種の米を取扱・販売することで、取扱量を
向上する。
＜（現状値）202１年の数値＞
①取引産地数：13都道府県
②取扱量：780kg

＜2030年に向けた指標＞

①20都道府県　②1200kg

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①14都道府県　②840kg

蕨市内の子ども達を支援するため、子ども食堂
へお米を無償提供する。

＜（現状値）202１年の数値＞
子ども食堂への無償提供　0㎏/年

＜2030年に向けた指標＞

36０kg/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

１8０kg/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①50%　②360枚減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①40%　②288枚減

クラフト紙製の米袋を積極的に推進、米袋の利
用者数を増やし、リユースに取り組む。

＜（現状値）202１年の数値＞
①リユース米袋を活用する顧客比率：30％
（27人/90人）
②クラフト製の米袋使用数：720枚

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は「安心・安全なお米を地域のお客様に届け、手軽に美味しくお米を食べられる環境を支える」という経営理念
に基づき行動し、SDGｓの達成に貢献していく。誠実に事業活動に取り組むことで、地域の方の健康的な生活に寄
与するとともに、国内米産業の持続的発展、伝統的食文化の持続、SDGsの達成に貢献していく。

有限会社小田島商店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


